
















































































A Case Study on Proficiency in Practical Knowledge of Two Japanese Language Teachers
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は多様な形態で授業が実践されている。しかしながら、
これら多様な形態の授業を支える方法的知識は、むや
みにレパートリーを増やす方向ではなく、発問と学習
者の発言の評価のあり方といった２つの知識に焦点を
絞って工夫を重ねてきたという経緯が認められる。
これらの方法的知識が経験を通して磨かれてきた背
景には、蹉跌経験がある。先生の場合、授業実践にお
けるつまずきの要因は、１：学習者理解の不徹底、２：
学習者の思?を促すきっかけ作りがなされていなかっ
たこと、であった。そして、そうした経験に基づいて
生み出された授業理念は、学習者を的確に理解した上
で良好な学習集団を作り、かつ学習者自身が自ら?え
ようとするきっかけが用意されている授業、であった。
授業は、そもそも、学習者を十分に理解した上で、
理想の授業像と照らし合わせて、その内容と方法が計
画・実践されるものであり、教育実習生などの経験の
浅い教師が、知識として手に入れた方法的知識を、何
ら必然性のないまま活用するというものではない。学
習者の学びの文脈や教師の理想からかけ離れたところ
で、方法的知識だけが無作為に選択されて場当たり的
に授業が実践された場合、学習者の学びを十分に引き
出す授業となる保証はない。先生の語りを見る限り、
授業展開に関わる方法的知識は、蹉跌経験と、それに
起因する理想の授業像と緊密に結びついていることが
わかる。それは、授業実践における蹉跌経験を思慮深
く受け止め、その経験を拠りどころとして授業理念を
明確にイメージ化できているからである。
５.研究のまとめ
国語科授業実践において、教師は、授業展開に関わ
る多種多様な方法的知識を運用しながら授業を展開す
る。また、授業方法に関する理論書や授業実践報告を
見る限り、授業展開方法に関する知識は膨大な数にの
ぼる。したがって、教師の授業実践知の概念化を、授
業展開に関わる方法的知識に絞って行おうと試みても、
整理がつかないおそれがある。つまり、優れた教師の
卓越した授業実践知をとらえる際に、ある１時間の授
業を参観するなどして、どのような方法で授業が実践
されているかを平面的に分析するだけでは、不十分だ
ということになる。教師は、学習者の実態をはじめと
する諸々の状況を見極めつつ、多様な方法的知識を、
時と場合に応じて使い分けるなどして実践に臨んでい
るからである。ある教師の授業が、学習者の学びを引
き出す優れた授業だと評される場合、発問等の授業計
画や授業展開のさせ方といった方法的な側面のみが注
目される傾向があるが、優れた授業というものは教授
に関わる方法だけが優れていれば実現できるものでは
ない。個々の教室における学習者の実態に基づいた個
別具体的な学びの文脈を教師が的確に見極め、その文
脈と教師が保有する授業理念とを結び合わせたところ
から導き出される必然性をもった授業実践知だからこ
そ、授業の卓越性が保証されるのである。
本研究で取り上げた２名の国語科教師の場合、方法
的知識自体はそれほど特異なものではない。しかしな
がら、各々の教師が卓越した国語科授業を実践できて
いるのは、そうした方法的知識を必然的状況のもとで
選択運用していたからである。その必然的状況とは、
学習者の学びを引き出しきれなかった授業実践におけ
る蹉跌経験を省察し、その経験を土台とした授業理念
の構築に努めたという事実によってもたらされたもの
である。
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